
平成 21 年 12 月 15 日規程第 16 号 

改正 平成 24 年７月 24 日規程第７号（イ） 

 

独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構契約監視委員会の設置に関する規程 

  

（目的） 

第１条 独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構（以下「機構」という。）における

支出の原因となる契約（予定価格が独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構契約

事務取扱規程第 22 条第 4 号イ、ロ、ハ又はヘのそれぞれの金額を超えないものを除く。）

について、競争性のない随意契約及び一般競争入札等（競争入札及び企画競争・公募を

いう。以下同じ。）に関し、競争性の確保等に関する観点から点検、見直しを行うため、

及び公益法人に対する支出の公表・点検の方針について（平成 24 年６月１日行政改革実

行本部決定。以下「方針」という。）に基づく公益法人に対する支出の点検、見直しを行

うため、機構に契約監視委員会（以下「委員会」という。）を設置する。（イ） 

（委員会の審議事項） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる審議を行う。 

一 機構が締結した競争性のない随意契約につき随意契約理由の妥当性等の点検 

二 機構が締結した一般競争入札等による契約につき競争性の確保に関する点検 

三 方針に基づく公益法人に対する支出の点検（イ） 

（組織） 

第３条 委員会は、委員５人以内で構成する。 

（委員） 

第４条 委員は、機構の監事及び理事長が委嘱する公正中立の立場で客観的に点検を行う

ことができる学識経験のある者とする。 

２ 委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、委員が欠けた場合における補欠

の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 理事長が委嘱する委員は、非常勤とする。 

（委員長） 

第５条 委員会に委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 委員長は、委員会を掌理する。 

３ 委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長の指名する委員がその職務を代行する。 

（開催及び決議） 

第６条 委員会は、委員長が必要と認めたときに随時開催する。 

２ 委員会は、委員の２分の１以上の出席がなければ開くことができない。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の決するとこ

ろによる。 

（委員会の公開） 



第７条 委員会の会議は、非公開とし、議事概要はこれを公表する。 

（委員以外の者の出席） 

第８条 委員会は、点検を行うため必要があると認めるときは、関係者に対し、委員会に

出席して意見の開陳、説明その他必要な協力を求めることができる。 

（秘密を守る義務） 

第９条 委員は、第 2 条の事務を処理する上で知り得た秘密を他に漏らしてはならない。

その職を退いた後も同様とする。 

（委員会の庶務） 

第 10 条 委員会の庶務は、経理部経理課において行う。 

（雑則） 

第 11 条 この規程に定めるもののほか、委員会の審議に関し必要な事項は、委員長が委員

会に諮って定める。 

 

附 則 

この規程は、平成 21 年 12 月 15 日から施行する。 

 

附 則（イ） 

この規程は、平成 24 年７月 24 日から施行する。 


